
たつの市龍野地区歴史的景観形成地区自己評価書（山麓ゾーン）

(1) 修景方針
地区を緑で包み込みながら、まちなみの背景となっている鶏籠山、的場山、白鷺山の山麓の区域を「山麓ゾーン」とし、その景観を整えるため、建築物等の高さを抑えつつ、まちとの緩衝帯として緑豊かな修景に努める。

(2) 項目別基準

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物
	高さ
	揖保川沿いの主要な眺望点から見て、山などの自然的景観要素を遮らないように努めるとともに、背景となる山容との調和に配慮する。
	
	

	
	
	13メートル以下とする。ただし、伝統的な建物はこの限りでない。
	
	

	
	
	階数は、３階以下とする。
	
	

	
	屋根
	鶏籠山、的場山、白鷺山の主要な眺望点から見て、瓦屋根のまちなみの連続性を損なわないよう意匠及び色彩に配慮する。
	
	

	
	
	勾配屋根とし、濃灰又は灰色もしくはこれに近い色彩の仕上げとする。色彩は、無彩色で明度2.5以上５以下を原則とする。
	
	

	
	外壁
	基調となる色彩は、白又は灰色もしくは茶系統の落ちついた色彩とする。色彩の範囲は、白壁等は、無彩色で明度９以上、又は色相が7.5ＹＲから2.5Ｙまでで、明度９以上、彩度１以下、板壁等の色相は2.5ＹＲから10ＹＲまでとし、明度２以上4.5以下、彩度３以下とする。
	
	

	
	
	材料は、木材・土壁・石材・漆喰等の自然系素材を用いるよう努める。なお、着色されていない自然系素材の色は上記の色彩の範囲によらないことができる。
	
	

	
	外構
	門、塀を設置する場合は、白又は茶系統の落ちついた色彩とする。
	
	

	
	植栽
	建物の前面に植栽を行うとともに、樹木の保護・保全に努める。
	
	

	
	
	新たに植栽を行う場合は、地域の環境に適した在来種を選定するなど、自然植生を考慮する。
	
	

	
	建築

設備
	空調機等壁面に設置する設備は、通りから見えない位置に設置する。やむを得ず、見える位置に設置する場合は、意匠に十分配慮した目隠しを設ける。
	
	

	
	
	屋上設備は設置しない。やむを得ず設置する場合は、通りから見えにくい位置に設置するとともに、屋根の基準に準じて鶏籠山、的場山、白鷺山の主要な眺望点からの景観に配慮する。
	
	

	工作物
	周囲に与える突出感、違和感を軽減するような意匠とする。
	
	

	
	基調となる色彩は、建築物の基準に準ずる。
	
	


＜寺院界隈＞　※該当する場合のみ記載してください。
	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建築物
	外構
	隣接する寺院に緑地が配されている場合は、一体的な緑化に努める。
	
	

	
	灯具
	枠は木枠で木地色仕上げとするように努める。
	
	

	
	
	暖かみのある光の色を基本とする。ただし、色電球、色付きアクリル覆いは避ける。13メートル以下とする。
	
	


※　各「みち」に面する建築物は、本評価書とあわせて、「たつの市龍野地区歴史的景観形成地区自己評価書（みち沿いの基準）」を提出してください。
たつの市龍野地区歴史的景観形成地区自己評価書（武家地ゾーン）

 (1) 修景方針
龍野城址の南西に広がり、武家地の雰囲気を今に伝える区域を「武家地ゾーン」とし、通り沿いに連なるくずれ石積みや白壁の土塀、これらに囲われたゆとりある敷地の中に閑静に佇む住宅と背景の山の緑が醸し出す、落ち着いた風情を演出する修景に努める。
 (2)項目別基準

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物
	高さ
	揖保川沿いの主要な眺望点から見て、山などの自然的景観要素を遮らないように努めるとともに、背景となる山容との調和に配慮する。
	
	

	
	
	13メートル以下とする。ただし、伝統的な建物はこの限りでない。
	
	

	
	屋根
	鶏籠山、的場山、白鷺山の主要な眺望点から見て、瓦屋根のまちなみの連続性を損なわないよう意匠及び色彩に配慮する。
	
	

	
	
	勾配屋根とし、濃灰又は灰色もしくはこれに近い色彩の仕上げとする。色彩は、無彩色で明度2.5以上５以下を原則とする。
	
	

	
	外壁
	基調となる色彩は、白又は灰色もしくは茶系統の落ちついた色彩とする。色彩の範囲は、白壁等は、無彩色で明度９以上、又は色相が7.5ＹＲから2.5Ｙまでで、明度９以上、彩度１以下、板壁等の色相は2.5ＹＲから10ＹＲまでとし、明度２以上4.5以下、彩度３以下とする。
	
	

	
	
	材料は、木材・土壁・石材・漆喰等の自然系素材を用いるよう努める。なお、着色されていない自然系素材の色は上記の色彩の範囲によらないことができる。
	
	

	
	壁面の
位置
	外壁は、原則として道路境界線から１メートル以上後退させ、ゆとりを確保するとともに、植栽等によりうるおいを高める。
	
	

	
	外構
	門、塀を設置する場合は、白又は茶系統の落ちついた色彩とする。
	
	

	
	
	門、塀又は生垣を設ける。
	
	

	
	
	門、塀は和瓦葺きとするように努める。
	
	

	
	
	生垣とする場合にあっては、地域の環境に適した在来種を選定するなど、自然植生を考慮する。
	
	

	
	建築

設備
	空調機等壁面に設置する設備は、通りから見えない位置に設置する。やむを得ず、見える位置に設置する場合は、意匠に十分配慮した目隠しを設ける。
	
	

	
	
	屋上設備は設置しない。やむを得ず設置する場合は、通りから見えにくい位置に設置するとともに、屋根の基準に準じて鶏籠山、的場山、白鷺山の主要な眺望点からの景観に配慮する。
	
	

	工作物
	周囲に与える突出感、違和感を軽減するような意匠とする。
	
	

	
	基調となる色彩は、建築物の基準に準ずる。
	
	


＜醤油蔵界隈＞　※該当する場合のみ記載してください。
	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建築物
	屋根
	本瓦葺きとするように努め、屋根勾配は周囲の建物と類似したものとする。やむを得ず本瓦葺きにできない場合は、和瓦葺きとする。
	
	

	
	外壁
	仕上げは、漆喰塗り、板貼り又はこれに類するものとする。
	
	

	
	
	虫籠窓、格子等の伝統的な意匠を取り入れるように努める。
	
	


＜寺院界隈＞　※該当する場合のみ記載してください。
	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建築物
	外構
	隣接する寺院に緑地が配されている場合は、一体的な緑化に努める。
	
	

	
	灯具
	枠は木枠で木地色仕上げとするように努める。
	
	

	
	
	暖かみのある光の色を基本とする。ただし、色電球、色付きアクリル覆いは避ける。
	
	


　※　各「みち」に面する建築物は、本評価書とあわせて、「たつの市龍野地区歴史的景観形成地区自己評価書（みち沿いの基準）」を提出してください。
たつの市龍野地区歴史的景観形成地区自己評価書（町家ゾーン）

(1) 修景方針
武家地ゾーン東側の旧因幡街道沿いに広がり、城下町と宿場町の顔をあわせ持つ区域を「町家ゾーン」とし、伝統的意匠を有する町家が軒を連ねる通り沿いを中心に、華やかで賑わいのある表情を創る修景に努める。
(2) 項目別基準
	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物
	高さ
	揖保川沿いの主要な眺望点から見て、山などの自然的景観要素を遮らないように努めるとともに、背景となる山容との調和に配慮する。
	
	

	
	
	13メートル以下とする。ただし、伝統的な建物はこの限りでない。
	
	

	
	屋根
	鶏籠山、的場山、白鷺山の主要な眺望点から見て、瓦屋根のまちなみの連続性を損なわないよう意匠及び色彩に配慮する。
	
	

	
	
	勾配屋根とし、濃灰又は灰色もしくはこれに近い色彩の仕上げとする。色彩は、無彩色で明度2.5以上５以下を原則とする。
	
	

	
	外壁
	基調となる色彩は、白又は灰色もしくは茶系統の落ちついた色彩とする。色彩の範囲は、白壁等は、無彩色で明度９以上、又は色相が7.5ＹＲから2.5Ｙまでで、明度９以上、彩度１以下、板壁等の色相は2.5ＹＲから10ＹＲまでとし、明度２以上4.5以下、彩度３以下とする。
	
	

	
	
	材料は、木材・土壁・石材・漆喰等の自然系素材を用いるよう努める。なお、着色されていない自然系素材の色は上記の色彩の範囲によらないことができる。
	
	

	
	壁面の

位置
	通りに面する壁面の位置は、隣近接する伝統的な建物の壁面又は塀にそろえるように努める。
	
	

	
	
	駐車スペース等を確保するためにやむを得ず建物を後退させる場合は、門、塀の設置等により、まちなみの連続性を損なわないように努める。
	
	

	
	建具
	建具の色は、黒色又は茶系統とする。
	
	

	
	外構
	門、塀を設置する場合は、白又は茶系統の落ちついた色彩とする。
	
	

	
	建築

設備
	空調機等壁面に設置する設備は、通りから見えない位置に設置する。やむを得ず、見える位置に設置する場合は、意匠に十分配慮した目隠しを設ける。
	
	

	
	
	屋上設備は設置しない。やむを得ず設置する場合は、通りから見えにくい位置に設置するとともに、屋根の基準に準じて鶏籠山、的場山、白鷺山の主要な眺望点からの景観に配慮する。
	
	

	工作物
	周囲に与える突出感、違和感を軽減するような意匠とする。
	
	

	
	基調となる色彩は、建築物の基準に準ずる。
	
	


＜醤油蔵界隈＞　※該当する場合のみ記載してください。
	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建築物
	屋根
	本瓦葺きとするように努め、屋根勾配は周囲の建物と類似したものとする。やむを得ず本瓦葺きにできない場合は、和瓦葺きとする。
	
	

	
	外壁
	仕上げは、漆喰塗り、板貼り又はこれに類するものとする。
	
	

	
	
	虫籠窓、格子等の伝統的な意匠を取り入れるように努める。
	
	


＜寺院界隈＞　※該当する場合のみ記載してください。
	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建築物
	壁面の

位置
	壁面の位置は、寺院の塀との連続性に配慮する。
	
	

	
	外構
	隣接する寺院に緑地が配されている場合は、一体的な緑化に努める。
	
	

	
	灯具
	枠は木枠で木地色仕上げとするように努める。
	
	

	
	
	暖かみのある光の色を基本とする。ただし、色電球、色付きアクリル覆いは避ける。
	
	


※　各「みち」に面する建築物は、本評価書とあわせて、「たつの市龍野地区歴史的景観形成地区自己評価書（みち沿いの基準）」を提出してください。
たつの市龍野地区歴史的景観形成地区自己評価書（川辺ゾーン）

 (1) 修景の方針地区の目標

地区の東側を流れる揖保川に沿った区域を「川辺ゾーン」とし、川の堤沿いに接する家並みの屋根のシルエットが背後の山並みと調和するような美しい眺望に配慮した川沿い修景に努める。
(2) 項目別基準

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	建　　築　　物
	高さ
	揖保川沿いの主要な眺望点から見て、山などの自然的景観要素を遮らないように努めるとともに、背景となる山容との調和に配慮する。
	
	

	
	
	13メートル以下とする。ただし、伝統的な建物はこの限りでない。
	
	

	
	屋根
	鶏籠山、的場山、白鷺山の主要な眺望点から見て、瓦屋根のまちなみの連続性を損なわないよう意匠及び色彩に配慮する。
	
	

	
	
	勾配屋根とし、濃灰又は灰色もしくはこれに近い色彩の仕上げとする。色彩は、無彩色で明度2.5以上５以下を原則とする。
	
	

	
	
	対岸から桁行き方向の屋根面が見える形状及び配置を原則とする。
	
	

	
	外壁
	基調となる色彩は、白又は灰色もしくは茶系統の落ちついた色彩とする。色彩の範囲は、白壁等は、無彩色で明度９以上、又は色相が7.5ＹＲから2.5Ｙまでで、明度９以上、彩度１以下、板壁等の色相は2.5ＹＲから10ＹＲまでとし、明度２以上4.5以下、彩度３以下とする。
	
	

	
	
	材料は、木材・土壁・石材・漆喰等の自然系素材を用いるよう努める。なお、着色されていない自然系素材の色は上記の色彩の範囲によらないことができる。
	
	

	
	外構
	門、塀を設置する場合は、白又は茶系統の落ちついた色彩とする。
	
	

	
	建築

設備
	空調機等壁面に設置する設備は、通りから見えない位置に設置する。やむを得ず、見える位置に設置する場合は、意匠に十分配慮した目隠しを設ける。
	
	

	
	
	屋上設備は設置しない。やむを得ず設置する場合は、通りから見えにくい位置に設置するとともに、屋根の基準に準じて鶏籠山、的場山、白鷺山の主要な眺望点からの景観に配慮する。
	
	

	工作物
	周囲に与える突出感、違和感を軽減するような意匠とする。
	
	

	
	基調となる色彩は、建築物の基準に準ずる。
	
	


※「川辺のみち」に面する建築物は、以下の基準への適合が必要です。
	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	屋根・

外壁
	通りに面する屋根、外壁に、本瓦葺き、漆喰塗り、板貼り等の龍野の特色ある意匠を取り入れるように努める。
	
	


たつの市龍野地区歴史的景観形成地区自己評価書（「みち」沿いの基準）
※該当する「みち」沿いの基準に記載してください。
□ 白壁のみち

	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	高さ
	階数は２階とする。やむを得ず３階以上とする場合は、３階以上の壁面を後退させ、通りから見えにくいようにする。
	
	

	外構
	門、塀の仕上げは、漆喰塗り、板貼り、石貼り又はこれに類するものとする。
	
	

	
	門、塀は和瓦葺きとする。
	
	

	灯具
	足元を照らすことを基本とし、枠は木枠で木地色仕上げとするように努める。
	
	

	
	暖かみのある光の色を基本とする。ただし、色電球、色付きアクリル覆いは避ける。
	
	


□ 十文字川のみち
	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	高さ
	階数は２階とする。やむを得ず３階以上とする場合は、３階以上の壁面を後退させ、通りから見えにくいようにする。
	
	

	外構
	門、塀の仕上げは、漆喰塗り、板貼り、石貼り又はこれに類するものとする。
	
	

	
	門、塀は和瓦葺きとする。
	
	

	
	水路景観に配慮し､水路等の暗渠化を避けるとともに､新たに水路橋等を設置する際には石造りとするなど周辺と調和させ、一体的な修景に努める。
	
	

	
	敷地と水路との境界際においては、石積み、植栽の保全等のせせらぎ景観に配慮した修景に努める。
	
	

	灯具
	枠は木枠で木地色仕上げとするように努める。
	
	

	
	暖かみのある光の色を基本とする。ただし、色電球、色付きアクリル覆いは避ける。
	
	


□ 商家のみち
	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	高さ
	階数は２階とする。やむを得ず３階以上とする場合は、３階以上の壁面を後退させ、通りから見えにくいようにする。
	
	

	屋根及び庇
	屋根及び庇は、和瓦葺きで平入りとし、屋根勾配は周囲の建物と類似したものとする。
	
	

	
	１階には下屋根又は下屋庇を設け、軒先の位置、高さ、勾配を周囲の伝統的な建物に合わせるものとする。
	
	

	外壁
	水路景観に配慮し､水路等の暗渠化を避けるとともに､新たに水路橋等を設置する際には石造りとするなど周辺と調和させ、一体的な修景に努める。
	
	

	
	外壁は、白又はそれに近い色彩の仕上げとし、腰壁部分は板貼り又はこれに類するものとする。
	
	

	建具
	原則として、木製とする。やむを得ず木製以外とする場合は、茶系統の色彩とする。
	
	

	
	通りに面する部分の窓、格子等は、伝統的な様式とする。
	
	


□ 浦川のみち
	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	高さ
	階数は２階とする。やむを得ず３階以上とする場合は、３階以上の壁面を後退させ、通りから見えにくいようにする。
	
	

	屋根
	本瓦葺きとするように努め、屋根勾配は周囲の建物と類似したものとする。やむを得ず本瓦葺きにできない場合は、和瓦葺きとする。
	
	

	外壁
	仕上げは、漆喰塗り、板貼り、石貼り又はこれに類するものとする。
	
	

	外構
	水路景観に配慮し､水路等の暗渠化を避けるとともに､新たに水路橋等を設置する際には石造りとするなど周辺と調和させ、一体的な修景に努める。
	
	

	
	敷地と水路との境界際においては、石積み、植栽の保全等の水路景観に配慮した修景に努める。
	
	

	灯具
	枠は木枠で木地色仕上げとするように努める。
	
	

	
	暖かみのある光の色を基本とする。ただし、色電球、色付きアクリル覆いは避ける。
	
	


たつの市龍野地区歴史的景観形成地区自己評価書（自動販売機）

(1)項目別基準
	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	位置
	道路からできるだけ後退した位置とし、隣接する建築物の壁面線から突出しないように努める。
	
	

	
	複数設置する場合は、乱雑とならないよう配置する。
	
	

	意匠
	企業名、商品名等広告面を極力控えるなど、周辺景観との調和に配慮する。
	
	

	色彩
	建築物に付帯する場合は、当該建築物と同系色とするなど調和した色彩とする。それ以外の場合は、けばけばしくないものとし、周辺景観との調和を図る｡
	
	

	
	背景が土壁、漆喰壁等の場合は、色相５Ｙ、明度7.5、彩度1.5を、焼杉板壁等の場合、色相５ＹＲ、明度３、彩度１を基本とする。
	
	

	その他
	周辺景観との調和に配慮した意匠、材料等の囲いや覆いを設けるなど修景に努める。
	
	


たつの市龍野地区歴史的景観形成地区自己評価書（広告物等に関する基準）
指定区域全域
	項目
	基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	位置
	屋上又は最上階の屋根上へは掲出はしない。取付け高さは１階の階高さを限度とし、１階の下屋根又は下屋庇の上には設置しないことを原則とする。ただし、伝統的な意匠の木製板看板又は灯具看板等を設置する場合は、この限りでない。
	
	

	
	道路内への設置又は突出はしない。
	
	

	
	テントには広告物を掲出しないように努める。
	
	

	
	川辺ゾーンでは、揖保川に直交して設置することを基本とする。
	
	

	大きさ
	川辺
ゾーンを除く全域
	１方向の表示面積は２平方メートル以下を原則とする。ただし、のれんはこの限りでない。
	
	

	
	
	１立面の壁面利用広告物の総表示面積は、間口と軒高さの積の100分の15以下かつ５平方メートル以下を原則とする。
	
	

	
	川辺
ゾーン
	建植え

広告物、

置き看板
	１方向の表示面積は2.5平方メートル以下を原則とする。
	
	

	
	
	
	地上からの高さは６メートル以下を原則とする。
	
	

	
	
	壁面利用広告物
	１立面の総表示面積は５平方メートル以下を原則とする。ただし、地色を無彩色又は茶系統とし、文字の面積を看板の面積の20パーセント以下とした場合は、10平方メートル以下とする。
	
	

	
	
	立て看板
	１方向の表示面積は２平方メートル以下を原則とする。
	
	

	
	
	
	地上からの高さは２メートル以下を原則とする。
	
	

	
	
	その他の広告物
	１方向の表示面積は２平方メートル以下を原則とする。ただし、のれんはこの限りでない。
	
	

	意匠・材料
	鶏籠山や揖保川等の自然環境や歴史的なまちなみと、建築物に調和したデザインとする。
	
	

	
	木材、石材等の自然系素材を使うように努める。
	
	

	
	形状は長方形を基本とする。
	
	

	
	建植え広告物は、高さの３分の１程度まで腰板を設置するなど、屋根、格子、行灯等の伝統的意匠を取り入れるように努める。
	
	

	
	プラスチックの竿等を用いた簡易なのぼり旗は、原則として設置しない。地域のイベント等に一時的に使用する場合はこの限りでないが、この場合も、景観上の配慮に努める。
	
	

	
	木枠を用いた布貼り印刷の簡易な脚付き立て看板は、原則として設置しない。
	
	

	
	下地を光沢のあるアクリル板のみで制作した看板、極太文字の看板、細かく多数の文字が書かれている看板、原色を多用した看板等は設置しないように努める。ただし、歴史的なまちなみに配慮した意匠を用い、周辺景観と調和したものはこの限りでない。
	
	

	色彩
	色彩の範囲は、Ｒ、ＹＲ系の色相では彩度６以下、Ｙ系の色相では彩度４以下、その他の色相では彩度２以下とする。ただし、表示面積の20パーセント以下に限りこれを超える色を使用できるが、Ｙ、ＹＲ系の色相では彩度10、その他の色相では彩度８を超える色を使用してはならない。なお、着色されていない木材、石材又は銅板等の自然系素材の色はこの限りでない。
	
	

	文字等
	地色に占める文字の面積の割合を小さくするように努める。
	
	

	
	キャラクター等のイラストや写真入りの看板は設置しないように努める。地域で親しまれているものはこの限りでないが、この場合も周辺景観との調和に配慮する。
	
	

	照明等
	点滅式照明、回転灯、ネオンサイン、ＬＥＤサイン、映像、レーザー光線等の動く光、点滅する光、原色を多用した光及び強い光等を用いた看板は設置しない。
	
	


※各「みち」に面する、又は「界隈」に含まれる広告物等は、本評価書とあわせて、「たつの市龍野地区歴史的景観形成地区自己評価書（「みち」沿い等の広告物等誘導基準）」で適合状況を確認してください。

たつの市龍野地区歴史的景観形成地区自己評価書（「みち」沿い等の広告物等誘導基準 1/2）
※該当する「みち」及び「界隈」の基準に記載してください。
□ 白壁のみち

	項目
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	意匠
	低層の武家屋敷群が建ち並ぶ伝統的なまちなみを阻害することなく調和を図る。
	
	

	
	原則として、氏名、名称、商号、建築物の名称及び事業若しくは営業の内容の表示以外の広告物は設置しない。
	
	

	位置
	取付位置は軒下で、人の目線を配慮した位置とすることが望ましい。
	
	

	大きさ
	１方向の表示面積は0.2㎡以下を原則とする。
	
	

	材料
	木質系を基本とする。
	
	

	色彩
	塗装をしない、又は無彩色とすることを基本とする。
	
	

	照明
	暖かみのある光の色を基本とする。ただし、色電球、色付きアクリル覆いは避ける。
	
	


□ 十文字川のみち
	項目
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	意匠
	十文字川の生活に潤いを与えるせせらぎ空間との調和を図る。
	
	

	
	原則として、氏名、名称、商号、建築物の名称及び事業若しくは営業の内容の表示以外の広告物は設置しない。
	
	

	位置
	取付位置は軒下で、人の目線を配慮した位置とすることが望ましい。
	
	

	大きさ
	１方向の表示面積は0.4㎡以下を原則とする。
	
	

	材料
	木質系を基本とする。
	
	

	照明
	暖かみのある光の色を基本とする。ただし、色電球、色付きアクリル覆いは避ける。
	
	


□ 商家のみち
	項目
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	意匠
	伝統的な町家群との調和に配慮したうえで、旧街道の賑わいを思い起こさせるような意匠とする。
	
	

	大きさ
	突出広告物
	下屋庇上木製板看板
	看板の高さは、看板を定着する下屋根又は下屋庇の軒高さの36/100以下を原則とする。
	
	

	
	
	袖看板・吊り看板
	１方向の表示面積は0.7㎡以下を原則とする。
	
	

	
	壁面利用広告物
	表示面積は1.8㎡以下を原則とする。
	
	

	
	開口部のガラス面に設置する広告物
	ガラス面積の50%以下を原則とする。（ガラスの屋内側に設置する広告も対象とする。）
	
	

	
	建植え広告物・置き看板・立て看板
	１方向の表示面積は1.5㎡以下を原則とする。
	
	

	
	のれん
	長のれん
	面積は2.7㎡以下を原則とする。
	
	

	
	
	日除けのれん
	面積は４㎡以下を原則とする。
	
	

	
	垂れ幕・のぼり
	面積は1.2㎡以下を原則とする。
	
	

	材料
	のれん･垂れ幕・のぼり
	生地は布製を原則とする。
	
	


たつの市龍野地区歴史的景観形成地区自己評価書（「みち」沿い等の広告物等誘導基準 2/2）
※該当する「みち」及び「界隈」の基準に記載してください。
□ 浦川のみち
	項目
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	意匠
	漆喰、焼杉板、枝垂れ柳などの、風情と情緒が漂う空間を阻害することなく調和を図る。
	
	

	
	原則として、氏名、名称、商号、建築物の名称及び事業若しくは営業の内容の表示以外の広告物は設置しない。
	
	

	位置
	取付位置は軒下で、人の目線を配慮した位置とすることが望ましい。
	
	

	大きさ
	１方向の表示面積は0.4㎡以下を原則とする。
	
	

	材料
	木質系を基本とする。
	
	

	照明
	暖かみのある光の色を基本とする。ただし、色電球、色付きアクリル覆いは避ける。
	
	


□ 川辺のみち
	項目
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	意匠
	背景となる山々やまちなみとの調和と城下町へと誘う空間であることに配慮した意匠とする。
	
	

	大きさ
	建植え広告物、置き看板及び立て看板は川辺ゾーンの基準による。それ以外については、商家のみちの基準に準じる。
	
	

	材料
	のれん･垂れ幕・のぼり
	生地は布製を原則とする。
	
	


□ 醤油蔵界隈
	項目
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	意匠
	赤い煉瓦造の煙突と黒い板壁とのコントラストが効いたまちなみや近代洋風建築のハイカラモダンな雰囲気に調和した意匠とする。
	
	

	大きさ
	突出広告物
	下屋庇上木製板看板
	看板の高さは、看板を定着する下屋根又は下屋庇の軒高さの36/100以下を原則とする。
	
	

	
	
	袖看板・吊り看板
	１方向の表示面積は１㎡以下を原則とする。
	
	

	
	壁面利用広告物
	表示面積は1.8㎡以下を原則とする。
	
	

	
	開口部のガラス面に設置する広告物
	ガラス面積の20％以下を原則とする。
（ガラスの屋内側に設置する広告も対象とする。）
	
	

	
	建植え看板・置き看板・立て看板
	１方向の表示面積は0.75㎡以下を原則とする。
	
	

	
	のれん
	長のれん
	面積は2.7㎡以下を原則とする
	
	

	
	
	日除けのれん
	面積は４㎡以下を原則とする。
	
	

	
	垂れ幕・のぼり
	面積は1.2㎡以下を原則とする。
	
	

	材料
	のれん・垂れ幕・のぼり
	生地は布製を原則とする。
	
	


□ 寺院界隈
	項目
	誘導基準
	ﾁｪｯｸ欄
	景観への配慮事項

	意匠
	寺院の門前の静かな佇まいを阻害することなく調和を図る。
	
	

	
	原則として、氏名、名称、商号、建築物の名称及び事業若しくは営業の内容の表示以外の広告物は設置しない。
	
	

	位置
	取付位置は原則として１階の階高さより低くする。
	
	

	大きさ
	１方向の表示面積は1.2㎡以下を原則とする。
	
	

	材料
	木質系を基本とする。
	
	

	照明
	暖かみのある光の色を基本とする。ただし、色電球、色付きアクリル覆いは避ける。
	
	


（注）「醤油蔵界隈」及び「寺院界隈」の基準は、当該界隈の中の醤油蔵又は寺院が接する通りに面する広告物等を対象とする。
